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令和２年３月三種町議会定例会会議録 

 令和２年３月２日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 
     １番  三 浦   敦    ２番  平 賀   真 

     ３番  伊 藤 千 作    ４番   

     ５番  児 玉 信 長    ６番  清 水 欣 也 

     ７番  加 藤 彦次郎    ８番  後 藤 栄美子 
     ９番  成 田 光 一   １０番  大 澤 和 雄 
    １１番  高 橋   満   １２番  工 藤 秀 明 
    １３番  堺 谷 直 樹   １４番  安 藤 賢 藏 
    １５番  小 澤 高 道   １６番  金 子 芳 継 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 
    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝

総 務 課 長  石 井 靖 紀  企 画 政 策 課 長  金 子  孝

税 務 課 長  金 子 英 人  町 民 生 活 課 長  高 橋  泉

福 祉 課 長  加 賀 谷  司  健 康 推 進 課 長  佐 々 木 恭 一

農 林 課 長  寺 沢 梶 人  商工観光交流課長  桜 庭 勇 樹

建 設 課 長  進 藤  敦  上 下 水 道 課 長  近 藤 光 明

琴 丘 総 合 支 所 長  工 藤 一 嗣  山 本 総 合 支 所 長  工 藤 伸 也

会 計 課 長  平 澤 仁 美  教 育 長  鎌 田 義 人

教 育 次 長 補 佐  木 村 将 来  農業委員会事務局長  佐 藤 慶 一

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤  誠  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人

議 会 事 務 局 主 事  近 藤 亜 美     

 



- 2 - 

一、本日の会議に付した事件 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 議長の諸報告 

 第 ４ 町長の行政報告及び施政方針 

 第 ５ 陳情（陳情第１号及び第２号）の一括上程、委員会付託 

 第 ６ 報告第１号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定に関す

る件） 
 第 ７ 同意第１号 三種町教育委員会委員の任命について 
 第 ８ 諮問（諮問第１号及び第２号）の一括上程 
 第 ９ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 第１０ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 第１１ 令和元年度補正予算議案（議案第１号から第８号まで）の一括上程 
 第１２ 条例等議案（議案第９号から第２１号まで）の一括上程 
 第１３ 令和２年度当初予算議案（議案第２２号から第３０号まで）の一括上程 
 第１４ 予算特別委員会の設置について（議案第２２号から第３０号までの委員会付 

     託） 
 第１５ 予算特別委員会委員の選任について 

 

議長 金子芳継は、令和２年３月２日、出席議員が定足数に達したので、本会議を開会

する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ただいまから、令和２年３月三種町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は１５名であり、定足数に達しております。 
 本日の会議を開きます。 

 書記には後藤君を任命します。 
 説明員として、町長及び教育長の出席を求めております。 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 
 会議録署名議員には、会議規則第１２４条の規定により１１番、高橋

満議員及び１２番、工藤秀明議員を指名いたします。 

 日程第２．会期決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期について、議会運営委員会の報告を求めます。議会運営委

員長。 

議会運営

委員長 

（ 後藤栄美子 ） 

 おはようございます。 

 令和２年３月三種町議会定例会に当たり、２月２５日に議会運営委員会を

開催し、会期等について協議いたしましたので、その結果をご報告いたしま

す。 

 皆様のお手元に配付しております会期日程表のとおり、会期は本日から１
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３日までの１２日間としております。 
 なお、提出案件は、報告１件、人事同意案件１件、諮問２件及び議案３０

件並びに陳情２件となっておりますので、議員各位の慎重かつ円滑なご審議

をお願い申し上げまして、報告といたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 議会運営委員長の報告を終わります。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、ただいまの委員長報告のとおり本

日から３月１３日までの１２日間とすることにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日から３月１３日までの１

２日間に決定いたしました。 

 日程第３．諸般の報告をいたします。 

 監査委員より、令和元年１１月分、１２月分、令和２年１月分の例月出納

検査の報告がありました。 
 また、お手元に配付いたしましたとおり、監査基準を策定した旨の通知が

ありました。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４．町長より行政報告及び施政方針を求めます。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 皆さん、おはようございます。 

 ３月議会定例会の開会に当たり、１２月議会定例会以降の町の動きなど町

政の概要をご報告申し上げ、議員各位並びに町民各位のご理解とご協力を賜

りたいと存じます。 

 それでは、総務課関係から順次ご報告申し上げます。 
 会計年度任用職員制度の導入について申し上げます。 

 地方公務員法及び地方自治法の改正により、現在の非常勤職員が会計年度

任用職員へ移行することとなります。このため、制度の周知を目的に、１月

１９日、山本ふるさと文化館において現在任用されている非常勤職員に対す

る説明会を開催いたしました。 

 その後、ホームページや「広報みたね」、ハローワークを通じて職員を広

く募集し、現在担当課において選考手続等を行っております。 

 今月上旬には、選考結果を通知し、４月からの業務に向け準備を進めてい

るところでございます。 

 続きまして、企画政策課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、地域づくりについて申し上げます。 

 このたび、秋田県の令和元年度「元気なふるさと秋田づくり顕彰事業」に

おいて、久米岡自治会が表彰されました。久米岡自治会は、地域の伝統行事

である七夕や盆踊りの開催に加え、アメシロ防除などの環境整備、三種川増

水時の自主的な災害対応などを行ってきたほか、久米岡新田の開田に尽力し
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た農業指導者であるとともに、俳人、そして政治家としても活躍した佐々木

北涯翁の功績を後世に伝えるため、幅広い年代を対象とした俳句大会を２０

年間継続しております。また、民生委員や消防団員と共同で、ひとり暮らし

の高齢者宅を訪問し、ストーブ・ガス機器の点検などにも取り組んでおり、

人口減少や少子高齢化、生活様式の多様化などにより、コミュニティ機能が

弱まっていく中で、今後も継続的な地域づくりに取り組み、他の地域委の模

範となることを期待しております。 

 次に、ふれあいバスと巡回バスの運行状況について申し上げます。 
 昨年１０月に実証運行を開始してから５カ月が経過いたしました。冬期間

の降雪や路面凍結等による事故等も心配されましたが、住民共助運行団体や

公共交通事業者の方々のご尽力により、事故もなく、安全に運行されており

ます。 

 １月末までのバスの利用実績は、延べ７，６０４名となっており、平均す

ると１日当たり９５名の方々からご利用いただいております。 
 町民の皆様の利便性の向上を図るため、これまでの実績を踏まえた上で関

係者で検討を行い、公共交通会議に諮った結果、４月には一部運行ルートや

時刻表を変更することといたしました。 
 詳細につきましては、後日全戸配布により周知いたしますが、今後も安全

運行に心がけながら、町民の皆様に喜んでいただける公共交通を目指してま

いりますので、議員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

 次に、ふるさと納税の状況について申し上げます。 
 １月末現在の寄附件数は４，８９８件、金額は８，６０２万８，０００円

となっております。 

 昨年の同時期と比較し、件数で１，０４１件、金額で約２，６７８万３，

０００円の増加となっており、県内での順位は現在１２位となっておりま

す。 
 ふるさとチョイス、楽天など７カ所のポータルサイトにおいて、クレジッ

トカード、郵便振込、スマホ等モバイル端末でのキャリア決済、コンビニ決

済など多彩な支払方法により寄附を受付しており、今後の新規寄附者の伸び

に期待しているところであります。 
 次に、みたね縁結びサポーターについて申し上げます。 

 今年度、新しく２名の方からサポーターをお引き受けいただき、現在、８

名の方が毎月、情報交換を行っております。 

 また、出会い創出事業で実施している婚活イベントにも積極的にお手伝い

いただき、昨年１１月には、めでたく１組の成婚につながっております。 

 次に、クアオルト事業について申し上げます。 
 平成３０年度で終了した秋田県市町村未来づくり協働プログラムについて

は、４年間の事業実績をもとに、事後評価が行われたところです。事業の成

果については、昨年１１月に行われたアドバイザー検討会を経て事後評価調
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書がまとめられており、あきた未来づくり本部会議及び県議会において報告

される運びとなっております。 

 本プロジェクト事業にける３つの成果指数の状況についてでございます

が、１つ目の「みたね型クアオルト運動プログラム実践者数」は、目標３，

２００名に対し、実績が１，１２５名、達成率が３５％、２つ目の「このプ

ログラムを今後も続けたいと感じる割合」は目標８０％に対し、実績９５．

３％で、達成率が１１９％、３つ目の「国保加入者の特定健診受診率」は目

標６０％に対し、実績が３９．２％で達成率が６５％となっております。特

に運動プログラム実践者数については、当初１５歳以上の人口１万６，００

０人に対する２０％の３，２００人を設定しておりましたが、実際の参加者

は６０代以上の高齢者が中心となっているため、目標値を下回ってしまう結

果となっております。 

 しかしながら、実践者数は年々ふえているところであり、今後も地域住民

の健康寿命延伸と交流人口拡大に結びつくよう推進してまいります。 
 続きまして、税務課関係についてご報告申し上げます。 
 今年度の町税につきましては、納期限を経過しました軽自動車税と固定資

産税の１月末現在の収納状況をご報告いたします。 
 まず、軽自動車税現年度分については、収納済額６，０３９万８，０００

円、収納率は前年同期と比べ、０．１２ポイント減の９７．６７％となって

おります。 
 次に、固定資産税現年度分については、収納済額７億１，０７１万７，０

００円、収納率は前年同期と比べ、０．２９ポイント増の９６．８６％とな

っております。 

 このほか、個人住民税特別徴収分など、納期限未到来の税目があります

が、今後も一層の収納率向上に努めてまいります。 
 続きまして、町民生活課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、三種町消防出初式は、１月４日琴丘総合体育館を会場に、消防団

員、三種消防署員、来賓など合わせて約３４０名が一堂に会して開催されま

した。 
 当日は、無火災祈願祭・観閲式に引き続き式典が行われ、県知事表彰・県

消防協会長表彰など、９６名の団員及び署員と優良警火団として４団体、無

火災分団として３分団に、それぞれ表彰状や感謝状が贈呈されました。 

 関係者は、ことしも予防消防を心がけ、町民の生命・財産と安全を守るた

め、その心構えを新たにしたところでございます。なお、今年度予定してお

りました消防ポンプ自動車の更新につきましては、去る１月３１日に第６分

団、長面班に配備を終えております。 

 続きまして、福祉課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、高齢者世帯等除排雪支援事業について申し上げます。 

 今年度の支援決定世帯数は、６５６世帯となっており、内訳は琴丘地域が

２１９世帯、山本地域が３０５世帯、八竜地域が１３２世帯となっておりま
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す。 
 このうち、１月末までに除排雪支援を実施した世帯は、琴丘地域が２１１

世帯、山本地域が２８４世帯、八竜地域が１２６世帯で合計６２１世帯、利

用時間数にして３，２２４．５時間、助成額では３９０万２，０００円とな

っております。 
 本年度は暖冬により降雪量が極端に少なかったことにより、昨年と比較

し、１月末までの利用時間数は５，５９９時間、助成額では６５１万円の減

となっております。 
 続きまして、三種町プレミアム付商品券事業の消費税対策分について申し

上げます。 
 対象となる方は、消費税の引き上げによる負担が大きいと考えられる住民

税非課税者と３歳未満の乳幼児のいる世帯の世帯主で、対象者数は２月末現

在で４，３３０名となっています。 
 ２月中旬までの商品券購入に必要な購入引換券の発行件数は１，８４５名

となっており、約４２．６％と大変少ない状況で、販売総額は２，９５４万

円となっております。 

 プレミアム率２５％の大変お得な商品券でありますが、商品券の購入自体

に負担感があることから、住民税非課税世帯の高齢者の購入が低迷したもの

と考えております。 
 次に、地域子育て支援拠点事業に係る補助金返還について申し上げます。 
 地域子育て支援拠点事業に係る要綱の解釈の違いから、国・県補助金３，

６７８万４，０００円を返還することといたしました。 
 結果としてこのような事態になったことにつきまして、議員各位並びに町

民の皆様に深くおわび申し上げます。 

 続きまして、健康推進課関係についてご報告申し上げます。 
 国民健康保険事業の運営状況について申し上げます。１月末までの一般療

養給付費の実績額は約９億４，８１０万８，０００円と、昨年同期に比べる

と約１７８万２，０００円減少しておりますが、被保険者数も１４０名の減

少となっており、１人当たりの給付費は８，２６８円の増加となっておりま

す。今後は冬期間の診療分の支払見込みにおいて増加が予想されることか

ら、最終実績見込みにおいて昨年度を上回るものと想定しております。 
 なお、令和元年度国保特別会計の収支見込みを申し上げますと、保険税収

入と県支出金の不確定要素があるものの、経常収支では約６，０００万円の

黒字を見込んでおりますが、国保連の高額医療費共同事業及び保険財政共同

安定化事業の算定誤りに伴う、県などへの返還金があることから、前年度繰

越金を除いた単年度収支においては赤字となる見込みとなっております。 

 次に、脳ドック助成事業について申し上げます。 
 １月末までに申請・受診があった方は４２名となっております。そのうち

９名の方は治療が必要と判定されており、脳血管疾患の重篤化予防のため、

今後も受診勧奨の広報活動に力を入れ取り組んでまいりたいと考えておりま
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す。 
 続きまして、農林課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、令和２年産米の生産の目安につきましては、昨年１２月１６日に

開催した三種町農業再生協議会臨時総会において決定され、１月３０日付で

農家等へお知らせしております。 
 来年度の生産の目安は、２万６９８トンで、本年度と比較して５０７ト

ン、面積は３，５９３ヘクタールで８２ヘクタールの増加となっており、水

稲作付率では６２．０９％、前年より１．５ポイントの増加となっておりま

す。 
 農家に対しては２月１０日から１４日まで、町内８箇所において、農業関

係集落座談会を開催し、令和２年度の方針と経営所得安定対策について説明

をいたしております。 

 次に、「人・農地プラン」事業について申し上げます。 
 現在、国では、農業者の高齢化や担い手不足が心配される中、地域の現況

と将来の課題を農業者主体で話し合い、農地利用を担う中心経営体のあり方

を原則、集落ごとに明確化する、いわゆる「実質化」を進めております。 

 このため、当町においても、国で定める「実質化」に向け、意向調査の結

果をもとに、地域の農業者との話し合いを進めており、活動の中心となって

いる「多面的機能支払組織」４６組織と「中山間等直接支払協定組織」２９

組織に対し協力を要請し、町、農業委員会、土地改良区、ＪＡで構成する推

進チームによりサポートしていくこととしております。 

 また、令和３年度より「実質化」されない地域においては、国の補助金・

交付金等の支援が受けられない場合もあることから、令和２年度中の実現に

向け、全ての地域において話し合いを進めてもらえるよう、働きかけてまい

りたいと考えております。 
 次に、農地中間管理事業について申し上げます。 

 本年度、農地中間管理機構への貸付希望者は５０農家で、面積が４８．４

１ヘクタールであり、借受希望者は１０９経営体となっております。 
 そのうち、３８．４１ヘクタールの農地が農業委員会の承認と県の許可を

受け、担い手へ集積されております。 

 今後も、引き続き担い手への農地集積を進めながら、円滑な農地中間管理

事業を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、松くい虫被害防除関係について申し上げます。 
 昨年末以降の松くい虫被害対策として、八竜海岸部の松林や石倉山公園に

おきまして、松林保護及び景観向上の観点から約１，７００万円を投じ、材

積１，１２２立方メートル、３，８６６本の伐倒を行ってまいりました。 

 なお、これまで松くい虫被害対策事業の中心的な役割を担ってきた「保全

松林緊急保護整備事業」についてでございますが、令和２年度以降、駆除が

必要な被害木については、県営事業により対応していく予定となっておりま

すので、ご理解をお願いいたします。 
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 次に、森林経営管理制度について申し上げます。 
 昨年４月に森林管理の「責務」が明確化されたことに伴い、町が仲介役と

なって森林経営の集積化が可能となったところでございます。 
 これを受け、事業方針及び優先地域の選定など、森林所有者とのマッチン

グを図るため、昨年１２月に対象者約３，３００名の方々に対し意向調査を

行ったところであり、今後、その調査結果の分析及びゾーニング作業により

管理計画の土台として活用していくこととしております。 

 次に、県営湛水防除事業について申し上げます。 
 東部承水路へ排水される地先干拓周辺の雨水につきましては、承水路の水

位が上昇すると自然排水ができないため、機械排水を行っております。しか

し、近年、湛水被害が増加・顕著化している状況となっていることから、県

では、三種町管内７箇所の排水機場の処理能力増強・改修整備に着手し、今

年度は第４排水機場へ設置する２基のポンプの発注を終え、全体で令和５年

度の完了を目指しております。 
 続きまして、商工観光交流課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、地域雇用創出推進事業及び資格取得支援事業について申し上げま

す。 
 地域雇用創出推進事業は、１月末現在、新規雇用奨励事業２１件、店舗等

増改築事業７件、機械設備投資事業２７件の合わせて５５件で、事業費ベー

スで１億３，７４４万円、補助金交付額は１，４５７万３，０００円となっ

ております。 

 また、資格取得支援事業は、１月末現在、４４件、４７人で、補助金交付

額２１０万４，０００円となっております。 

 両事業とも多くの事業者、個人に利用されており、今後も雇用と就業機会

の拡大につなげてまいります。 
 次に、「株式会社さんばりお」と「グリーンメッセ縄文」との統合につい

て申し上げます。 
 統合につきましては、「グリーンメッセ縄文」の役員会、「さんばりお」

の臨時取締役会、事務レベルでの協議を重ね、「グリーンメッセ縄文」の臨

時総会及び「さんばりお」の臨時株主総会で統合に係る基本協定について議

決された後、４月１日に「さんばりお」と「グリーンメッセ縄文」の経営が

統合される運びとなっております。 

 なお、三種町琴丘農林水産物直売供給施設「グリーンぴあ」の指定管理に

つては、２月３日に「さんばりお」から指定管理申請書が提出され、申請内

容を審査した結果、適当と認められることから、指定管理候補者として選定

し、今定例会に指定管理者の指定に関する議案を提案しておりますので、よ

ろしくご審議くださるようお願いいたします。 
 次に、サンドクラフトについて申し上げます。 

 ２月１７日に三種町サンドクラフト実行委員会通常総会が開催され、役員

改選で実行委員長に近藤 基氏が再任されております。 
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 ２４回目となる令和２年度のサンドクラフトは、７月２５日土曜日と２６

日日曜日の２日間、「Ｓａｎｄ Ｍｏｎｓｔｅｒ～砂の精霊、妖怪たち～」

をテーマに開催することが決定されております。 
 続きまして、建設課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、除雪関係について申し上げます。 
 今年度は１月上旬と、２月上旬にまとまった降雪があったものの、降雪の

ない日が続き、気温も高めに推移したことから、２月上期までの除雪経費

は、直営及び委託料を合わせ３，２３７万８，０００円となっており、昨年

同期との比較では３，４１３万７，０００円の減となっております。 
 次に、住宅リフォーム助成事業について申し上げます。 
 ２月２０日までの実績は２０４件、補助額で１，９８２万７，０００円、

事業費で約３億１，８００万円となっております。 

 次に、町営住宅建築工事について申し上げます。 
 今年度は、大町住宅４戸、千刈田住宅３戸の合計７戸を建築し、１月３０

日に完成検査を終えております。 
 整備された住宅には、既存の住宅に入居している方から優先的に入居して

いただくため、現在事務手続を進めております。 
 入居希望のない住宅につきましては、広報みたね４月号で入居者の公募を

行う予定としております。 
 続きまして、上下水道課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、水道事業について申し上げます。 

 昨年、９月に実施した金岡地区のアンケート調査結果につきましては、対

象世帯数６４８件に対し、回答をいただいたのが３１８件、率にして４９．

０７％でございました。また、回答いただいた３１８件のうち、水道が整備

されたらすぐに接続したい、またはいずれ接続したいという件数は２４９

件、７８．３％となっているものの、そのうち、すぐに接続を希望する世帯

は１３６件、４２．７７％となっております。 
 この結果を受けまして、町としては加入意向率の低さに伴う採算性等を考

慮した結果、上水道の整備については引き続き意向調査を実施しながら地域

ごとの整備も視野に入れ、検討してまいりたいと考えております。 

 また、金岡地区の住民の皆様には、公衆衛生と生活環境整備の重要性を鑑

み、水道未普及地域に対する水道整備費補助金の対象等を拡充したいと考え

ておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
 次に、温泉事業について申し上げます。 

 今年度より環境省の補助事業として実施しております森岳温泉施設改良事

業につきましては、中継ポンプ更新工事を完了しており、次年度は別荘地内

の配湯管の更新工事と井戸から中継ポンプ場までの送湯管布設替工事等を予

定しております。 

 町としては、来年度以降も引き続き補助事業として採択されるよう、今後

も関係機関と協議してまいります。 
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 次に、下水道事業について申し上げます。 

 令和２年４月１日より公共下水道事業及び農業集落排水事業に地方公営企

業法の規定を適用し、水道事業と同様に公営企業会計に移行する予定となっ

ております。今後も一層の経営の効率化・健全化を図るとともによりよい住

民サービスの提供を目指し、努力してまいります。 

 続きまして、教育委員会関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、山本公民館・山本総合支所建築本体工事について申し上げます。 

 工事につきましては、予定どおり工期内で完了し、２月１０日に完成検査

を終えております。現在は備品等の搬入を行っており、４月６日のオープン

に向け準備を進めているところでございます。 

 また、令和２年度一般会計当初予算に、山本公民館解体工事費と山本地域

拠点センター外構工事費を計上しておりますので、よろしくご審議のほどお

願いいたします。 
 次に、学校関係について申し上げます。 
 小中学校の再編につきましては、さきの全員協議会においてご報告したと

おり、国が進める教育改革に対応した教育環境の充実を図るため、令和４年

に下岩川小学校と森岳小学校を統合することといたしました。他の小中学校

につきましては、令和２年度に地域住民や保護者を中心とした協議会を開催

し、具体的な再編計画を策定することとしておりますので、ご理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 
 次に、スポーツ関係について申し上げます。 

 １２月１４日に開催された第１３回全日本春季小学生女子ソフトボール大

会県予選で琴丘ドリームシャインが２年ぶり２回目の優勝を果たし、また、

１月５日から７日まで開催された第４８回秋田県ミニバスケットボール大会

で、男子の八竜ＭＢＣが大接戦の末、初優勝を果たしました。両チームとも

全国大会出場に向け練習に励んでまいりましたが、新型コロナウイルス感染

拡大による大会の中止を受け、大舞台で活躍することが叶わなくなってしま

いました。残念な結果となりましたが、全県大会での優勝に対し心からお祝

いを申し上げ、選手の皆さんの今後の活躍を期待いたしているところでござ

います。 

 次に、２月２２日に開催された三種町スポーツ文化栄誉賞について申し上

げます。 

 町長賞ではスポーツ部門１個人、文化部門３個人、教育委員会賞ではスポ

ーツ部門３１個人・５団体、文化部門７個人、また奨励賞としてスポーツ部

門９個人・１団体、文化部門４個人、特別賞として４団体、功労賞として１

個人・１団体が受賞しております。受賞されました皆様に心からのお祝い

と、今後ますますのご活躍をご祈念申し上げます。 
 最後に、新型コロナウイルス感染症対策について申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症が国内の複数地域で散発的に発生しており、一

部地域では小規模患者クラスターが把握される状況となっております。 
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 政府は、２月２５日の新型コロナウイルス感染症対策本部において、「新

型コロナウイルス感染症対策の基本方針」を決定いたしました。 

 これを受け、町としても町民に対して正確でわかりやすい情報提供に努め

るとともに、感染拡大防止の観点から「感染が確認されている地域の人や不

特定多数の人が参加し、密着する状況が見込まれる会議・イベント」「感染

した場合に重症化するリスクが高い高齢者や妊婦等の参加が多く見込まれる

会議・イベント」につきましては、原則中止または延期することとし、ま

た、感染が確認されている地域への職員の出張は、当面の間、取りやめるこ

とといたしました。 
 また、２月２７日に「春休みまで全国の小中学校や高校等を臨時休校にす

るように」との要請を受け、当町としても町内全ての小中学校を本日３月２

日から臨時休校とすることとし、卒業式につきましては、規模を縮小して開

催することといたしました。 
 なお、今後の感染の広がりを踏まえ、町の主催する会議やイベント等の開

催の必要性を改めて検討しなければならない場合も想定されますので、議員

各位並びに町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 以上、ご報告申し上げ、行政報告といたします。 
 続きまして、３月議会定例会の開会に当たり、令和２年度の町政運営に臨

む私の所信の一端を申し上げ、町民の皆様を初め議員各位のご理解とご協力

を賜りたいと存じます。 
 私は、平成３０年５月に町長に就任し、これまで町民の皆様の温かいご指

導とご助言をいただきながら町政を進めてまいることができました。皆様の

ご理解とご協力に対し、心から厚く御礼を申し上げます。 

 就任から間もなく２年になろうとしておりますが、これまで町のさまざま

な課題と向き合う中で、改めて、本町が直面している少子高齢化、人口減少

の波を実感しているところであります。 

 この波に歯止めをかけるのは容易ではないかもしれませんが、地域の現状

をしっかりと見つめ、そして町民の皆様の声をよく聞きながら、将来を担う

子どもたちへの教育の充実や子育て世代の負担軽減、働く世代を定着させる

ための雇用の創出など、人口減少等の波を少しでも緩やかにできるような、

実効性のある施策に取り組んでまいりたいと考えております。 
 また、学校再編について、具体的な方向づけを行っていくことも、私に課

せられた重要な役割だと認識しております。町民の皆様のご理解を得なが

ら、しっかりと取り組んでまいる所存であります。 

 これら重要施策と山積する課題にスピード感を持って対処していくため、

引き続き町組織の一層の効率化と業務改善につながるよう、新しい情報技術

に対応できる職員の人材育成を図ってまいります。 
 次に、来年度の財政運営方針について申し上げます。 

 本町の財政状況についてみますと、厳しい財政状況に対応し、効率的で効

果的な自治運営を目指すため、三種町行財政改革推進計画の実施などにより
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財政の健全化が進み、実質公債費比率におきましては、平成２９年度決算で

は７．９％、平成３０年度決算では７．７％と推移しており、現時点では健

全な財政状況にあるものと認識しております。 
 しかしながら、最大の財源である普通地方交付税については、一本算定移

行５年目となり、合併特例による増額分が９０％減額されることにより、一

般財源歳入は、さらに減少していくものと考えております。 

 また、それを踏まえた中・長期財政見通しでは、令和１０年度において累

積収支で約２９億４，０００万円の収支不足が見込まれることから、行財政

改革推進計画の着実な実施による安定的な財政基盤の確立が必要となってい

ます。 
 令和２年度の当初予算については、通年予算として編成し、本町の諸情勢

を念頭に置きながら住民生活に密着した事業を中心に、１、住民生活環境施

設の整備、２、雇用対策推進事業の継続、３、地域特性を生かした産業振興

対策、４、暮らしの安心確保対策、５、公共施設等の最適化の推進、以上の

５分野を重点事業として位置づけ、地域活性化の推進及び住民の安全・安心

な暮らしの実現に向け、取り組んでまいります。 

 次に、主要な事業等について申し上げます。 
 「三種町総合計画」「三種町まち・ひと・しごと創生総合戦略」「国土強

靭化地域計画」については、これらの計画を一体化させた計画を策定、推進

するため、各施策に進捗状況を検証する評価指数ＫＰＩを設けるとともに、

計画、実施、評価、改善の４つの観点から、毎年点検を行ってまいります。 

 また、平成２８年度から令和２年度までの期間となっている「能代山本定

住自立圏共生ビジョン」については、令和３年度以降も取り組みを継続し、

来年度中に次期共生ビジョンを策定することとしております。移住定住、結

婚支援、観光振興、雇用拡大、医療などの対策については、町単独で取り組

むには限界があるため、広域が共同で取り組む施策として各計画を関連させ

ながら、統一的に展開していくことで、より効果を上げることができるもの

と考えております。 
 次に、ふれあいバスと巡回バスについて申し上げます。 
 昨年１０月に町の公共交通の仕組みを全面的に見直し、民間事業者とも連

携しながら町内の８地区でふれあいバスの運行を開始いたしました。運行を

開始してから住民共助運行団体の皆様からは、住民目線での運行に取り組ん

でいただいており、バスの運行を通じて住民同士のふれあいが生まれている

ものと感じております。 

 現在、４月からの一部運行ルートの変更や時刻表の見直しについて、地域

単位で検討を行っており、住民や地域を思う運行団体の方々には力強さを感

じております。 
 新年度は引き続き、住民共助運行団体や公共交通事業者との連携を図り、

ふれあいバスや巡回バスの運行が住民の方々にさらに喜んでいただけるよう

努めてまいります。 
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 次に、自治会関係について申し上げます。 
 自治会長会議は、昨年度同様旧町単位で開催するとともに、町の事業等に

ついてご説明申し上げ、ご質問、ご意見をいただき、町政に反映してまいり

ます。 
 また、自治会助成金や施設整備補助金を継続しながら、人口減少や高齢化

などの地域課題の解決に向けて、自治会活動の活性化策について検討してま

いります。 

 次に、クアオルト事業について申し上げます。 
 クアオルト推進室については、事務分掌を検討してきたところでございま

すが、来年度は日本クアオルト協議会の会長職と事務局に当町が内定してい

ることから、現在の体制を継続し、その後の体制については組織機構やヘル

スツーリズム等のあり方も勘案し、再度検討してまいります。 

 次に、三種町防災行政無線統合整備事業について申し上げます。 
 昨年度から実施している戸別受信機の更新事業については、琴丘地域での

設置作業が３月１６日までの工期で順調に進んでおります。令和２年度は、

八竜地域において貸与申し込みがあった世帯への設置作業と、山本地域にお

いて貸与申し込みの受付を実施することとしております。 
 また、昨年度から運用を開始しているメール配信サービスや電話応答サー

ビスの普及を図るため、積極的な周知に努め、防災行政無線の機能を最大限

活用しながら、「災害に強いまちづくり」に向けた対策を講じてまいりま

す。 

 次に、福祉関係について申し上げます。 
 近年、本格的な少子高齢化の到来、核家族化の急速な進行、個人の価値観

やライフスタイルの多様化等により、かつてあった地域での人と人のつなが

りが希薄化し、家庭や地域内での支えあう力が弱まり、地域で孤立して生活

する人が増加しています。 

 また、支援が必要な高齢者、特にひとり暮らし高齢者の増加や、ひきこも

り、子育て家庭の孤立、貧困、児童虐待など、地域で起こる福祉課題は複雑

かつ深刻化しており、これまでの公的サービスだけでは十分な対応が難しい

ケースも徐々にふえている状況にあります。 

 このため、サービスの隙間、制度のはざまを埋める取り組みが必要となっ

ていることから、本年度策定された「第３期地域福祉計画・地域福祉活動計

画」に基づき、これらに対応すべく総合的な福祉サービスの実施に努めてま

いります。 

 安心して子どもを産み、そして健やかに育成できる観光づくりのために、

幼児教育・保育の無償化を初めとした子育て世代に係る経済的負担の軽減

や、多様化する保育ニーズに対応するための延長保育・放課後児童クラブな

どの充実に努めてまいります。 
 高齢者福祉においては、高齢者が住みなれた地域で生涯安心した生活がで

きるよう、外出支援を初め除排雪支援、生きがい活動支援などの各種事業を
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展開するとともに、社会福祉協議会や民生児童委員、ボランティア団体とも

連携を図りながら地域福祉の向上に努めてまいります。 

 障害福祉においては、障害のある方が必要なサービスを利用しながら地域

で自立した生活ができるよう、家庭、地域、施設等の連携に努めるほか、相

談支援体制の充実強化を図ってまいります。 
 また、介護保険事業では、高齢者が可能な限り自立した生活を送られるよ

う、令和２年度策定される高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画に盛り

込みつつ、介護予防の取り組みや地域での支え合い活動である地域支援事業

を積極的に展開するほか、医療、介護、福祉が連携した地域包括ケアシステ

ムの確立に努めてまいります。 
 次に、健康づくりに向けた取組について申し上げます。 
 町民が生涯を通して「すこやかに安心して暮らせるまち」を目指して、心

と体の健康づくりの推進に努めてまいります。 
 成人保健対策では「自分の健康は自分で守る」という町民の意識づくりを

推進し、適度な運動や食生活改善を初めとする生活習慣の改善などの啓蒙活

動と疾病の早期発見、早期治療へ向けた健康診査や各種がん検診などの健診

費用の助成を引き続き支援してまいります。 
 母子保健対策では、妊娠期から子育て期において安心して子どもを産み、

育てられるよう、産前産後の妊産婦健診や乳幼児健診などの健診や相談事業

の充実に努めてまいります。また、子どもへの医療費についてもこれまでど

おり１８歳まで医療費負担無料化を実施してまいります。 

 歯科保健対策では、全ての保育園、小中学校でのフッ化物洗口を継続実施

し、虫歯、歯周病予防の啓発運動に取り組みながら、歯科検診費用の助成も

継続してまいります。 

 精神保健・自殺予防対策では、三種町自殺対策計画の基本理念であります

「ともに支え合いながら一人ひとりが安心して暮らすことができるまち」を

目指し、行政と民間ボランティア団体が連携しながら、地域の人と人のつな

がりを支え合う人材育成を図り、全ての町民が自殺に追い込まれることのな

いまちづくりを進めてまいります。 
 次に、国民健康保険事業について申し上げます。 

 国保の財政運営の責任主体が県に移行され、２年が経過いたしましたが、

１人当たりの医療費は年々増加傾向にあるものの、被保険者数は減少し、県

へ納付する事業費負担金は増額となるなど、収支バランスにおいて厳しい状

況にあります。ふえ続ける医療費の削減のため、これまで以上に特定健診の

受診勧奨や重症化予防のため保健指導に重点を置き、医療費の適正化に努め

てまいります。また、高額な医療費に結びつく糖尿病の重症化予防にもこれ

まで同様に重点施策として取り組んでまいります。 
 次に、後期高齢者医療について申し上げます。 

 これまでも被保険者を対象に健康診査と歯科検診を毎年実施しております

が、今後も健診費用の助成を行いながら疾病の早期発見・早期治療を図り、
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受診率の向上に努めてまいります。また、保険料については令和２年度に保

険料率の見直しがあることから、懇切丁寧な説明に努め、収納率向上を図っ

てまいります。 
 次に、農林業関係について申し上げます。 
 農政改革等に伴い激化する産地間競争や、人口減少による労働力不足など

の社会情勢の変化に対応するため、複合型生産構造への転換や、ＡＩ、Ｉｏ

Ｔ等を活用したスマート農業の導入等を推進し、三種町の農業をさらに足腰

の強い基幹産業としていくため、農業関係団体及び農業者と一体となって課

題解決に取り組んでまいります。 
 また、複合型生産構造の実現と担い手への農地集積に不可欠な圃場整備を

引き続き推進し、国による多面的機能支払と中山間地域等直接支払の日本型

直接支払制度を活用し、営農の継続や農地・農業用施設維持保全活動の支援

に取り組んでまいります。 
 地域農業の認定農業者や集落営農組織等の担い手を競争力の高い経営体に

育成し、経営の法人化や規模拡大、複合化、６次産業化などの取組に対して

支援するほか、中山間地域においては農地集積を促進してまいります。具体

的には「人・農地プラン」の実質化に取り組み、担い手への面的集積、集約

化を加速させるため、地域中間管理機構による農地のマッチングにより認定

農業者等担い手に対する農地の集積、集約化を推進いたします。 
 米政策については、生産者団体と農業者みずからの、より主体的な判断に

よる需要に応じた生産・販売が求められており、町農業再生協議会として

「水田フル活用ビジョン」を作成し、耕畜連携を含め、産地づくりに向けた

取組を支援してまいります。 

 ジュンサイ、メロンや梅など地域の特産を核とした農産物直売所は、農家

の所得向上の一助となるよう、直売施設を活用した農産物加工品や特産品の

販売促進、６次産業化を支援してまいります。 

 林業振興については、森林保全育成の推進により広葉樹林の再生を進めて

いくほか、引き続き松くい虫防除対策・ナラ枯れ対策についても、被害の拡

大を防ぐため関係機関と連携してまいります。 
 また、令和元年度から始まった、森林環境譲与税を活用した森林経営管理

制度の推進と本来の機能を有する山林の姿に整備・誘導するための長期的な

指針づくりに努めてまいります。 

 次に、商工観光関係について申し上げます。 
 国内の景気は緩やかな回復基調が続いているとされているものの、本町に

おいてはまだ実感を得るには至っていないというのが実情であります。 
 また、求人倍率の上昇は見られますが、希望する職種の多様化などによ

り、町内での就業に結びついていない状況もあるようです。 
 そのため、町としても引き続き雇用の安定と就業機会の拡大を重点施策と

して、町内企業等への支援を展開していく必要があります。 
 雇用対策としては、地域雇用創出推進事業と資格取得支援事業を継続して
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実施してまいります。 
 また、本町の産業振興及び雇用拡大を目的として誘致の取組を進めており

ます「ＣＣＳプラント施設」については、今後も関係機関と連携しながら、

実現に向けて努力してまいります。 
 町内企業への金融支援を目的とした通称「マル三」「マル三小口」及び

「マル経」については、利用実績が高く、経営安定化策として定着している

ところであり、地域経済の活性化策として引き続き制度を継続してまいりま

す。 
 また、町内での消費拡大を図るため実施してきましたプレミアム付地域商

品券発行助成事業については、地元商工業者の業績向上に直接つながること

から、これまでの事業内容を検証しながら、新年度においても引き続き実施

してまいります。 

 地域農産物を生かした産業振興策として、生産量日本一を誇るジュンサイ

の生産、販売、普及を「三種町森岳じゅんさいの里活性化協議会」が主体と

なり推進し、さらなる販路拡大と普及を図ってまいります。 
 観光交流においては、三種町の特色あるイベントとして定着したサンドク

ラフトや森岳温泉夏まつりなど地域資源を生かしたイベントを継続開催する

ほか、三種町観光協会や三種町農泊推進協議会と連携し、交流人口の拡大に

努めてまいります。 
 また、訪日外国人誘客対策としては、地域連携観光ＤＭＯ「あきた白神ツ

ーリズム」と連携し、観光戦略等の合意形成を図りながら、インバウンドの

誘客や観光地域づくりを推進してまいります。 
 森岳温泉街の再活性化については、森岳温泉活性化協議会からの提言書を

踏まえ、にぎわいを取り戻すため具体的な事業に取り組み、活性化対策を進

めてまいります。 
 第三セクターの指定管理施設については、交流人口の拡大のための拠点施

設として、施設のＰＲと利用促進を図り、健全経営が維持されるよう指導し

てまいります。 
 次に、建設事業関係について申し上げます。 
 住宅リフォーム助成事業については、事業が制度として定着しており、今

後も町内業者の振興を図るとともに、居住環境の向上を図るため、継続して

まいります。 

 町道の整備については、住民生活と密接な生活道路や通学路の側溝、舗装

の維持管理を優先して実施し、各自治会からの要望に対応した町民の暮らし

を支える安心・安全な道路環境の整備を図ってまいります。 
 道路施設の老朽化対策については、国の交付金事業を活用しながら点検及

び計画的な対策を講じてまいります。 
 町営住宅の建替えについては、町営住宅長寿命化計画に基づき大町住宅、

千刈田住宅の建替え工事が進んでおり、新年度においても引き続き建替えを

行い、計画の進捗を図ってまいります。 
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 次に、上下水道事業及び温泉事業について申し上げます。 
 水道事業については、良質な水源の確保・保全を行い、安全で安心な水道

水の安定供給に努めるとともに、経営の効率化を図り、健全な会計運営を図

ってまいります。 
 下水道事業については、公共下水道・農業集落排水への加入促進と合併処

理浄化槽の設置促進を図るとともに、より効率的な汚水処理施設の管理を行

い、水質保全と生活環境の向上に努めてまいります。 

 また、公営企業会計に移行する公共下水道事業及び農業集落排水事業につ

いては、今まで以上の経営健全化に努めてまいります。 
 温泉事業については、森岳温泉施設改良事業計画をもとに施設の更新を実

施しており、今後も施設・設備の更新を図りながら、より安定した供給と経

営に努めてまいります。 

 続きまして、教育行政方針について申し上げます。 
 近年、人口減少、少子高齢化の進行など、社会環境が著しく変化する中、

学校教育環境のあり方について検討を始めております。複式学級の解消や新

たな教育指導要領に基づく教育改革に対応した教育環境の充実を図るため

に、総合教育会議で検討を重ね、三種町立小・中学校再編の方向性について

意見をまとめております。 

 令和４年４月を目標として下岩川小学校と森岳小学校を統合することを確

認したほか、令和２年度からは地域住民や保護者を中心とした三種町立小中

学校のあり方に関する協議会等を開催し、具体的な再編計画の策定を目指し

てまいります。 
 学校教育では、社会の変化に的確に対応する知識や技能、人や自然への優

しさ、強くたくましく生きるための意欲など、生きる力を児童生徒に身に着

けさせるために、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」のバランスのとれ

た人間の育成に努め、次の２点について力を入れて取り組んでまいります。 

 １点目は、子供たちに基本となる姿勢を身につける。「時間を守る。掃除

と身の回りの整理・整頓。明るい笑顔のあいさつ。元気な返事。他人の話を

しっかり聴く。」です。社会において信頼される人間を育む教育に努めてま

いります。 

 ２点目は、子供たちが地域の歴史や産業、働く人に触れ、地元の魅力に気

づくことを目標とした「ふるさとキャリア教育」の充実です。そのために、

各学校の応援団である学校支援地域本部を強化し、学校、家庭、地域が連携

を図り、地域全体が「教室」、地域の大人たちが「先生」、地域ぐるみで子

供たちの成長を支える「地域とともにある学校づくり」を進めてまいりま

す。 

 教育環境の充実では、子供たちの安全を第一に、事件や事故の未然防止の

ための日常の点検に努めるとともに、計画的な修繕等を行い、子供たちが安

心して学ぶことができる環境整備に努めてまいります。 
 また、デジタル教材活用のための機材等を充実させ、次世代を担う子供た
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ちの教育環境の充実を図ります。 
 特別支援教育では、特別な配慮が必要となる子供も、一人ひとりの教育ニ

ーズを把握し、教育環境を充実させるとともに、適切な指導や支援を行って

まいります。 
 教職員の資質向上では、専門性や得意分野を持つ教職員がそれぞれの能力

を最大限に発揮できるよう、教育力の向上に努めてまいります。 

 生涯学習環境の推進については、４月に山本支所と山本公民館を新たに合

築した山本地域拠点センターがオープンの見込みとなっております。本施設

が地域の多様な住民サービス、芸術文化や防災の拠点として活用されるよう

努めてまいります。 
 また、学習機会の提供のみならず、講座の参加者が継続して活動ができる

よう自主グループの育成や支援を進めてまいります。 

 スポーツや芸術・文化活動は、人に健康や感動、生きる喜びをもたらし、

暮らしに潤いと活力を与える大きな力となることから、体育協会や芸術文化

協会、関係機関及び団体等と連携し、情報の提供及び参加する機会や発表の

場の拡充を図ってまいります。 

 伝統芸能については、後継者育成が大きな課題であり、普及啓発や団体活

動の支援とともに、地域・行政などと連携して保存伝承に努めてまいりま

す。 
 以上が、令和２年度の施政方針及び重点的に取り組む施策であります。 
町民の皆様や議員の皆様と力を合わせて「住んでよかった、暮らしてよかっ

た」と思える三種町を築いていくため、職員ともども全力を挙げて取り組ん

でまいりますので、ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の行政報告及び施政方針を終わります。 
 日程第５．陳情第１号及び第２号の一括上程、委員会付託を行います。 

 議会運営委員会において、お手元に配付いたしました陳情文書表のとお

り、それぞれ所管の常任委員会に付託することにしておりますが、ご異議ご

ざいませんか。 
   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、陳情第１号は産業建設常任委員会

に、陳情第２号は教育民生常任委員会に付託することに決定いたしました。 
 日程第６．報告第１号「専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額

の決定に関する件）」を議題といたします。 
 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、報告第１号、専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

 令和元年１０月１９日、三種町森岳字木戸沢地内の町道温泉６号線におい

て車両が駐車場へ進入しようと側溝を横断したところ、ふたが跳ね上がり、
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当該車両に損害を与えたものであります。 
 この件につきまして、損害賠償額を定め、和解したものであり、地方自治

法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分をし、同条第２項の規定により

議会に報告するものであります。 
 以上であります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 本件に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 
 以上で、報告第１号を終わります。 

 日程第７．同意第１号「三種町教育委員会委員の任命について」を議題と

いたします。 
 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、同意第１号、三種町教育委員会委員の任命についてご説明いた

します。 

 現教育委員のうち嶋田博光氏が令和２年１月３１日をもって辞職したた

め、その後任として藤田良博氏を教育委員会委員に任命いたしたく、ご提案

申し上げるものであります。 

 氏につきましては、略歴にありますとおり昭和５４年３月秋田大学卒業

後、山本町立山本中学校教諭、能代市立常盤小学校・常盤中学校校長、秋田

県教育庁北教育事務所所長、能代市立能代第一中学校校長などを歴任され、

現在は三種町民生児童委員山本支部長としてご活躍されております。 
 氏は、教育行政について非常に幅広い見識をお持ちで、教育委員として適

任者であると考えますので、議員の皆様からのご同意のほど、よろしくお願

いを申し上げます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 本件に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 
   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 討論ないものと認め、討論を終わります。 

 同意第１号「三種町教育委員会委員の任命について」を採決いたします。 

 本件を同意することにご異議ございませんか。 
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   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、同意第１号は同意することに決定い

たしました。 
 日程第８．諮問第１号及び第２号の一括上程を行います。 
 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、諮問第１号及び第２号、人権擁護委員候補者の推薦についてご

説明いたします。 
 諮問第１号でご推薦申し上げる候補者は、成田隆道氏であります。氏は、

平成２３年４月から人権擁護委員としてご活躍されており、今回、再任のた

めご推薦申し上げるものであります。 

 諮問第２号でご推薦申し上げる候補者は、千葉聡氏であります。氏は、平

成２６年４月から人権擁護委員としてご活躍なされており、今回、再任のた

めご推薦申し上げるものであります。 
 両氏とも経験、知識とも豊かで、人権擁護委員として適任者であることか

ら、議員の皆様からはご賛同のほどよろしくお願い申し上げます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 
 日程第９．諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦について」を議題とい

たします。 

 本件に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 
 これより討論を行います。討論ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 討論ないものと認め、討論を終わります。 
 諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦について」を採決いたします。 

 本件を原案に異議ない旨答申することにご異議ございませんか。 
   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、諮問第１号は原案に異議ない旨答申

することに決定いたしました。 
 日程第１０．諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」を議題と

いたします。 
 本件に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 
 これより討論を行います。討論ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 討論ないものと認め、討論を終わります。 
 諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」を採決いたします。 

 本件を原案に異議ない旨答申することにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、諮問第２号は原案に異議ない旨答申

することに決定いたしました。 
 日程第１１．令和元年度補正予算議案（議案第１号から第８号まで）の一

括上程を行います。 
 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第１号から議案第８号までの補正予算案等の計８件につい

てご説明いたします。 
 議案第１号は、令和元年度一般会計から農業集落排水事業特別会計への繰

入議案であり、１億１，０４７万６，０００円を限度額として事業遂行上の

必要から繰り入れるものであります。 
 続きまして、議案第２号から議案第８号までは、令和元年度一般会計及び

各特別会計等の補正予算案に関する議案でありますが、主に各会計における

経常経費の精査や、補助事業等の確定に伴う予算の増減補正となっておりま

す。 

 議案第２号、令和元年度一般会計予算の補正は、歳入歳出それぞれ９，８

５１万４，０００円を減額し、予算総額を１０７億４，１７０万６，０００

円とするものであります。 
 繰越明許費の補正では、基幹水利施設ストックマネジメント事業など全７

事業、総額４，８８３万３，０００円を令和２年度へ繰り越すものでありま

す。 

 債務負担行為の補正におきましては、ＬＥＤ街路灯ＥＳＣＯ事業の消費税

増税分１４万８，０００円を新たに追加するものであります。 

 地方債の補正では、事業費確定等による各事業の限度額の変更をしており

ます。 

 次に、歳出でありますが、全款にわたる事務事業の確定に伴う各事業の精

算増減でありますので、経常的経費の減額部分の説明につきましては省略さ

せていただき、主な事業の増減を中心にご説明いたします。 
 総務費の企画振興費におきましては、総合戦略策定業務５５０万円を減額

計上したほか、東部難視解消施設幹線改修業務７４０万円を減額計上してお

ります。諸費におきましては、ふるさと納税関連事業費としまして返礼品や
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納税業務委託費など、合わせて１，３５８万円を増額計上しております。 
 民生費の社会福祉総務費におきましては、プレミアム付商品券事業費１，

５５２万９，０００円を減額計上しております。障害者福祉費では利用見込

みにより障害福祉サービス給付費３，０９５万６，０００円を増額計上した

ほか、福祉医療給付費では福祉医療給付費１，１６０万８，０００円を減額

計上しております。 

 児童福祉総務費では、実績見込みにより施設型給付費１，８１４万５，０

００円を減額計上したほか、地域子育て支援拠点事業に係る返還金として、

子ども・子育て支援交付金返還金、市町村子ども・子育て支援事業返還金等

総額３，８７６万４，０００円を追加計上しております。 
 保育園費では、臨時職員賃金不用見込額など総額１，０３９万円を減額計

上しております。 

 衛生費のし尿処理費におきましては、実績見込みにより合併処理浄化槽設

置費補助金９７３万円を減額計上しております。 
 農林水産費の農業振興費におきましては、農地中間管理機構集積協力金６

５１万７，０００円を減額計上したほか、産地パワーアップ事業２，２６２

万円を追加計上しております。農地費におきましては、多面的機能支払交付

金６０９万１，０００円を減額計上しております。農業集落排水事業費にお

きましては、農業集落排水事業特別会計繰出金７４９万８，０００円を公営

企業会計移行により増額計上しております。 
 土木費の道路橋梁維持費におきましては、社会資本整備事業として、鹿渡

幹線側溝改良事業分１，２００万円を追加計上したほか、住宅建設費では、

事業費確定により１，２８８万６，０００円を減額計上しております。 

 消防費の防災無線費におきましては、防災行政無線戸別受信機設置事業費

２，１４９万３，０００円を減額計上しております。 
 教育費の公民館費におきましては、事業費確定により山本公民館・山本総

合支所建設工事費２，５００万９，０００円を減額計上しております。 
 諸支出金の基金費におきましては、ふるさと元気づくり基金積立金１，８

００万円を増額計上しております。 
 人件費におきましては、関係各款で精査により総額９６８万円を減額計上

しております。 
 続いて、歳入の主なものについてご説明いたします。 

 町税におきましては、町民税１，０４２万５，０００円を減額計上してお

ります。 

 国庫支出金の児童福祉費負担金におきましては、施設型給付費５１８万

３，０００円を増額計上しております。社会福祉費補助金では、プレミアム

付商品券事務及び事業費１，５６８万２，０００円を減額計上したほか、児

童福祉費補助金では子ども・子育て支援交付金５９７万８，０００円を減額

計上しております。 
 また、土木費国庫補助金では、社会資本整備総合交付金道路分５７０万円
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を増額計上しております。 
 県支出金の社会福祉費補助金におきましては、重度訪問介護等利用促進支

援事業費７９４万７，０００円を増額計上しております。 
 また、農業費補助金では、機構集積協力金交付事業費６５１万７，０００

円を減額計上したほか、産地パワーアップ事業費１，７８２万３，０００円

を追加計上しております。 

 寄附金におきましては、ふるさと元気づくり寄附金１，８００万円を見込

みにより増額計上しております。 
 繰入金におきましては、収支調整として財政調整基金２，０８５万９，０

００円を減額計上したほか、充当先事業の減額により合併振興基金２，２６

１万８，０００円を減額計上しております。 
 町債におきましては、各事業の追加及び確定、精査に基づく調整で、総額

で３，４３０万円を減額計上しております。 
 以上で一般会計の説明を終わり、続きまして各特別会計の補正予算案につ

いてご説明いたします。 
 議案第３号、令和元年度国民健康保険事業勘定特別会計の補正予算は、歳

入歳出それぞれ１，５２２万２，０００円を追加し、予算総額を２１億６，

８６３万９，０００円とするものであります。 

 主な補正内容としましては、歳出の保険給付費では、一般療養給付費など

総額１，３６７万４，０００円を増額計上したほか、諸支出金では高額医療

費共同事業返還金、保険財政共同安定化事業返還金合わせて２，４７４万

２，０００円を増額計上しております。また、収支調整として予備費２，２

７９万６，０００円を減額計上しております。 

 歳入におきましては、県支出金では保険給付等交付金など１，１５９万

７，０００円を増額計上したほか、諸収入では高額医療費共同事業清算交付

金など総額２４４万５，０００円を追加計上しております。 

 次に、議案第４号、令和元年度後期高齢者医療特別会計の補正予算は、歳

入歳出それぞれ７８万３，０００円を減額し、予算総額を１億９，９７０万

円４，０００円とするものであります。 
 歳出におきましては、後期高齢者医療広域連合納付金を減額計上し、歳入

では一般会計繰入金を減額計上する補正予算となっております。 
 次に、議案第５号、令和元年度公共下水道事業特別会計の補正予算は、歳

入歳出それぞれ２０８万１，０００円を減額し、予算総額を６億５，３８７

万円とするものであります。 

 繰越明許費の補正につきましては、流域下水道事業６７５万１，０００円

を追加するものであります。また、債務負担行為の補正では借入実績がない

事項について廃止をしております。 
 主な補正内容としまして、歳出の公債費では長期債利子償還金１７５万

３，０００円を減額計上し、歳入では一般会計繰入金１６８万１，０００円

を減額計上しております。 
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 次に、議案第６号、令和元年度農業集落排水事業特別会計の補正予算は、

歳入歳出それぞれ７５１万円を追加し、予算総額を１億７，８４８万３，０

００円とするものであります。 
 債務負担行為の補正につきましては、借入実績がない事項について廃止を

しております。 
 主な補正内容としまして、歳出の公債費では長期債利子償還金４６万８，

０００円を減額計上したほか、収支調整として予備費８６０万９，０００円

を増額計上しております。 
 歳入では、繰入金７５１万円を増額計上しております。 
 次に、議案第７号、令和元年度介護保険事業勘定特別会計の補正予算は、

歳入歳出それぞれ１，４１２万４，０００円を追加し、予算総額を２９億

１，１９２万３，０００円とするものであります。 

 主な補正内容としまして、歳出の保険給付費では居宅介護サービス給付費

など総額２，６２０万円を増額計上しております。また、地域支援事業費で

は介護予防生活支援サービス事業費など総額８５２万円を減額計上し、収支

調整として予備費３７３万７，０００円を減額計上しております。 

 歳入におきましては、保険料では第１号被保険者保険料を見込みにより

１，５００万円増額計上したほか、支払基金交付金では介護給付費交付金等

５５９万４，０００円を減額計上しております。県支出金では介護給付費負

担金１６４万７，０００円を増額計上し、一般会計繰入金では２７４万円を

増額計上しております。 

 次に、議案第８号、令和元年度温泉事業特別会計の補正予算は、歳入歳出

それぞれ１１５万２，０００円を減額し、予算総額を２，８９１万２，００

０円とするものであります。 

 歳出におきましては、事業費確定による温泉施設改良事業費及び予備費を

減額計上し、歳入では温泉使用料及び一般会計繰入金を減額計上する補正予

算となっております。 
 以上が補正予算等の概要でありますので、議員の皆様にはよろしくご審議

の上、議決を賜りますようお願い申し上げ、議案説明といたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 
 なお、審議については、３月１３日に行います。 

 日程第１２．条例等議案（議案第９号から第２１号まで）の一括上程を行

います。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第９号から議案第２１号までの条例の制定、改正案及び単

行議案についてご説明いたします。 
 初めに、議案第９号、三種町総合支所設置条例の一部改正については、合

併以降総合支所方式を採用してまいりましたが、これまで数次にわたる組織
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機構の見直しを行った結果、名称と実際の機能に乖離が生じている状況であ

るため、総合支所の名称を「支所」に改め、あわせて関係する３条例の改正

を行うものであります。 
 次に、議案第１０号、三種町山本地域拠点センター設置及び管理に関する

条例の制定については、山本支所と山本公民館の複合施設として新たに設置

する三種町山本地域拠点センターの管理等について必要な事項を規定するも

のであります。 

 センターの設置位置が「森岳字町尻３５番地」となることから、附則にお

いて、関連する条例に規定する施設の位置と、山本公民館新築に伴う施設使

用料の改正もあわせて行うものであります。 
 次に、議案第１１号、三種町固定資産評価審査委員会条例の一部改正につ

いては、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上

並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通

信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法律の施行により、三種町

固定資産評価審査委員会条例において引用する法律名、条項の改正を行うも

のであります。 

 次に、議案第１２号、三種町総合計画審議会条例の一部改正については、

これまで三種町総合計画の策定のみだった「三種町総合計画審議会」を「三

種町総合計画」「三種町まち・ひと・しごと創生総合戦略」「三種町国土強

靭化地域計画」の３計画を一体的に策定し、各計画の総合調整や調査等を総

合的に行う審議会とするため、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第１３号、三種町の服務の宣誓に関する条例の一部改正につい

ては、外国語指導助手いわゆるＡＬＴが、地方公務員法及び地方自治法の一

部を改正する法律の施行により会計年度任用職員へ移行となり、常勤職員と

同様服務の宣誓が必要となります。この服務の宣誓については、全国的に統

一した取り扱いとすることがＡＬＴの円滑なあっせん・受入の観点から望ま

しいとの国からの通知に基づき、当町においても同様の取り扱いとするため

改正を行うものであります。 
 次に、議案第１４号、三種町八竜健康保養施設の設置及び管理運営に関す

る条例及び三種町山本健康保養センターの設置及び管理運営に関する条例の

一部改正については、「砂丘温泉ゆめろん」及び「森岳温泉ゆうぱる」の利

用促進と、町民へのサービス向上を図るため両施設に新たに期間限定利用

券、通称、入館パスポートを導入するため、所要の改正を行うものでありま

す。なお、入館パスポートは１万２，０００円で利用期間を６０日とし、利

用券購入時に三種町に住所を有する者を条件としております。 
 次に、議案第１５号、三種町営住宅の設置及び管理に関する条例及び三種

町営単独住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正については、町営住宅

への子育て世代の入居の利便性向上を図るため、収入基準額及び裁量階層の

範囲の拡大と、社会的弱者への収入申告義務免除規定等を設ける改正を行う

ものであります。 
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 次に、議案第１６号、三種町道路占用料徴収条例の一部改正については、

道路法施行令の一部を改正する政令において固定資産税評価額の評価がえ等

を踏まえた道路占用料の改正が行われたことから、これらに準じて本町が管

理する道路の占用料について改正を行うものであります。 
 次に、議案第１７号、三種町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部

改正については、道路構造令で定める基準を参酌して、自転車通行帯に関す

る規定を設けるなどの改正を行うものであります。 

 次に、議案第１８号、三種町農業集落排水事業財政調整基金条例の廃止に

ついては、農業集落排水事業の公営企業会計への移行に伴い、平成２６年度

以降運用の実績がなく、基金残高も１万２，３７３円となっている三種町農

業集落排水事業財政調整基金を廃止するものであります。 
 なお、廃止に伴う基金の残高については、令和元年度三種町農業集落排水

事業特別会計へ繰り入れるものといたします。 
 次に、議案第１９号、三種町過疎自立促進計画の一部変更については、令

和元年１０月から運行を開始しているふれあいバス、巡回バスの公共交通運

行事業について、委託等のソフト事業を過疎地域自立促進計画に盛り込むこ

とにより、過疎債を活用できることとなることから、計画を変更するもので

あります。 

 次に、議案第２０号、指定管理者の指定については、現在、三種町琴丘農

林水産物直売供給施設グリーンぴあの管理を行っている「グリーンメッセ縄

文」が「株式会社さんばりお」と統合することから、新たに「株式会社さん

ばりお」を指定管理者として指定することについて、地方自治法第２４４条

の２第６項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 次に、議案第２１号、温泉供給許可の変更については、温泉供給許可量の

増量を許可するに当たり、三種町温泉条例の規定により議会の議決を求める

ものであります。 

 以上が条例等議案の概要でありますので、議員の皆様にはよろしくご審議

の上、議決を賜りますようお願いを申し上げ、議案説明といたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については、３月１３日に行います。 
 日程第１３．令和２年度当初予算議案（議案第２２号から第３０号まで）

の一括上程を行います。 
 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第２２号から議案第３０号までの令和２年度当初予算案等

計９件について、概要を説明いたします。 
 議案第２２号は、令和２年度一般会計から温泉事業特別会計への繰入議案

であり、１億１，２７４万円を限度額として業務遂行上の必要から繰り入れ

るものであります。 
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 続きまして、議案第２３号から議案第３０号までは、令和２年度一般会計

及び各特別会計等の当初予算案に関する議案であります。 

 初めに、議案第２３号、令和２年度一般会計予算案について申し上げま

す。 
 令和２年度一般会計予算は、予算総額９９億７，５０１万５，０００円、

対前年比４．２％、４億３，９５２万８，０００円の減額となっておりま

す。要因としては、山本地域拠点センター整備事業費の減など投資的経費の

減少によるものであります。 
 以下、総合計画の基本目標に従い、当初予算案の歳出の主なものをご説明

申し上げます。 
 第１に、「環境にやさしく、人と自然が共生するまち」についてでありま

す。 

 自然環境の保全と共生では、松くい虫対策を行うための防除対策事業及び

被害木調査事業など５５３万円を計上したほか、マツ林・ナラ林等景観向上

事業１，４０５万６，０００円を計上しております。 
 景観・環境美化の推進では、不法投棄未然防止事業１５６万円を計上して

おります。 
 循環型まちづくりの推進では、一般廃棄物収集及び資源ごみの収集処理委

託経費として３，１２９万７，０００円を計上しております。 
 第２に、「すこやかに安心して暮らせるまち」についてであります。 
 生涯健康づくりの推進では、集団健診等の健康診査事業３，０８９万９，

０００円、感染症予防対策として各種予防接種事業３，７００万２，０００

円を計上したほか、精神保健・自殺予防対策事業費２１５万１，０００円を

計上しております。また、みたね型クアオルト構築のため、クアオルト推進

事業１，０３４万９，０００円を計上しております。 
 社会福祉の充実では、成年後見制度の利用促進を図るため、成年後見支援

センター委託費４８６万円を計上したほか、民生委員活動や社会福祉団体を

支援する地域福祉推進支援費６，２８８万８，０００円を計上しておりま

す。 
 また、国民健康保険・介護保険等、社会保障等関連特別会計の安定的な運

営を図るため、一般会計からの繰出金として所要額を計上し、社会生活に困

難を有する子ども若者世代に対する支援を行うため、子ども・若者育成支援

事業６２７万９，０００円を計上しております。 
 在宅福祉サービスの一層の充実を図るため、障害者の自立支援扶助、外出

支援サービス、高齢者世帯等除排雪支援等の各福祉サービス事業の委託を中

心に、所要額を計上しております。 

 子育て支援の充実では、中学生までが対象となる児童手当については１億

５，０８９万円を計上したほか、誕生祝金支給事業については８１０万円を

計上しております。 
 また、高校生までの医療費を無料とした福祉医療給付費は１億７，２６８
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万３，０００円を計上したほか、特定不妊治療費助成として赤ちゃん誕生応

援事業１５０万円を計上しております。 

 その他、多様化する保育サービスに対応するため、本年度も引き続き保育

園運営費等の所要額を計上しております。 
 第３に、「快適で安全な生活を支えるまち」についてであります。 
 生活環境の整備では、上下水道事業の安定的な運営を図るため、一般会計

からの繰出金として所要額を計上しております。また、水道未普及地域での

水道整備に対して補助を行うための整備費補助金１５０万円を計上しており

ます。 
 安全な地域づくりの推進では、消防・防災強化対策として、消防防災施設

整備事業１，１５７万８，０００円を計上したほか、地域消防団活動等に係

る非常備消防費についても所要額を計上しております。 

 また、防災対策の充実を図るため、防災行政無線戸別受信機購入・設置事

業６，９８２万４，０００円を計上したほか、危険な空き家対策として解体

費補助金４１０万円を計上しております。 
 交通環境の整備では、道路交通の安全確保対策として、町道の維持補修工

事に８，０００万円を計上しております。 
 また、公共交通対策としては、町民の新たな交通手段として昨年度よりス

タートした公共交通運行事業費６，４１４万８，０００円を計上しておりま

す。 
 第４に、「活力にみちた、個性豊かな産業のまち」についてであります。 

 農林水産業の振興では、基幹産業である農業振興対策として、大規模経営

を目指す農家を支援するために産地生産基盤パワーアップ事業２，６８６万

円、メガ団地等大規模園芸拠点整備事業１，９２１万６，０００円を計上し

たほか、循環型農業を推進するための、強い農業・担い手づくり総合支援交

付金事業１億１，２３５万５，０００円などを計上しております。また、町

営放牧場の草地改良を進めるための草地畜産基盤整備事業負担金８９０万

９，０００円を計上しております。そのほか、じゅんさい日本一生産数量助

成事業などのじゅんさい関連事業、多面的機能支払交付金事業等の継続事業

についても需要額に対応し予算計上しております。 

 商工業の振興では、地元企業の育成・支援対策として、住宅リフォーム助

成事業２，０００万円、地域商品券発行事業１，８７０万円、商工振興資金

利子補給及び保証料等２，３９９万３，０００円を計上しております。 
 観光交流の振興では、森岳温泉の新たな活性化対策として森岳温泉街店舗

等開業支援補助や温泉水の利活用実証試験業務など６５５万２，０００円を

計上しております。 

 また、老朽化した外壁等を補修するため、ゆうぱる大規模改修事業３，９

５７万９，０００円を計上しております。 
 雇用の安定と就労の促進では、町単独による町内事業所等への支援とし

て、地域雇用創出推進事業２，２００万円、資格取得支援事業４００万円を
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計上しております。 
 第５に、「創造性豊かな文化ときらめく人を育むまち」についてでありま

す。 
 幼児・学校教育等の充実では、学校生活の支援対策として、特別支援教育

支援員や外国語活動支援員等を配置するため４，２０５万６，０００円を計

上したほか、小中学校のデジタル教育環境の充実を図るため、小中学校パソ

コンリース事業１，８３８万３，０００円を計上しております。 

 生涯学習及び生涯スポーツの推進では、生涯学習講座等の関係経費３８６

万円のほか、山本地域拠点センター整備に係る事業費１億１，１２１万円を

計上しております。また、スポーツ団体等の育成やスポーツ振興事業費とし

て７８６万５，０００円を計上しております。 
 芸術・文化の振興では、芸術文化団体支援として文化振興費で２７７万

３，０００円を計上しております。 
 第６に、「行財政運営の効率化とまちづくり体制の推進」についてであり

ます。 
 住民参加による協働のまちづくりでは、自治会助成金や集会所施設整備費

補助金等、自治振興費で１，１７３万２，０００円を計上したほか、若者活

動支援事業３５０万円を計上しております。 

 健全で計画的な財政運営では、合併に伴う町民の一体感の醸成及び地域振

興を図るため、合併特例債を活用した合併振興基金への積立金を１億円計上

しております。 

 続きまして、歳入について、ご説明いたします。 
 初めに、自主財源である町税におきましては、近年の税収の動向をもとに

算定し、対前年比１．１％増の１４億１，３８８万２，０００円を計上して

おります。 
 最大の財源である地方交付税につきましては、国の地方財政計画の見込み

及び普通交付税の一本算定替により対前年比１．１％減の４６億２，０００

万円を計上しております。 
 国・県支出金におきましては、強い農業・担い手づくり総合支援交付金な

ど農林水産業費県補助金の増により、対前年度比８．７％増の１４億８，３

４０万５，０００円を計上しております。 
 繰入金につきましては、財政調整基金からは５億１，８２２万９，０００

円を繰り入れしたほか、合併振興基金、ふるさと元気づくり基金などからの

繰り入れにより対前年比１５．６％増の７億７，８３１万８，０００円を計

上しております。 
 町債におきましては、臨時財政対策債１億８，８４０万円、合併振興基金

造成事業に充当する合併特例債９，５００万円、山本地域拠点センター整備

事業に充当する合併特例債１億７００万円などを計上し、全体では４６．７

％減、６億９，７５０万円の計上となっております。 
 次に、各特別会計等予算案について申し上げます。 
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 議案第２４号、令和２年度国民健康保険事業勘定特別会計予算案は、予算

総額２１億５，３３７万７，０００円となり、保険給付費及び国民健康保険

事業費納付金の増により、対前年比６．６％、１億３，２５２万２，０００

円の増額となっております。 
 次に、議案第２５号、令和２年度後期高齢者医療特別会計予算案は、予算

総額２億１，０９３万６，０００円となり、広域連合への保険料等納付金の

増により、対前年比９．６％、１，８３９万４，０００円の増額となってお

ります。 
 次に、議案第２６号、令和２年度介護保険事業勘定特別会計予算案は、予

算総額２８億６，８４１万円となり、保険給付費の増などから、対前年比

１．６％、４，５２８万円の増額となっております。 
 次に、議案第２７号、令和２年度介護サービス事業勘定特別会計予算案

は、予算総額１，１４８万２，０００円となり、対前年比４．２％、５０万

７，０００円の減額となっております。 
 次に、議案第２８号、令和２年度温泉事業特別会計予算案は、予算総額１

億７，９２０万５，０００円、温泉施設改良事業の増により、対前年比１４

１．２％、１億４９０万３，０００円の増額となっております。 
 次に、議案第２９号、令和２年度水道事業会計予算案は、収益的収入にお

きましては、企業債利子償還金に係る一般会計繰入金の減により、総額２億

９，３５７万７，０００円となり、対前年比２．０％、５８６万９，０００

円の減額となっております。 

 収益的支出におきましては、固定資産除去費の減などにより総額３億６７

２万４，０００円となり、対前年比３．５％、１，１２４万８，０００円の

減額となっております。 

 資本的収入におきましては、移転工事補償費の増などにより総額１億９，

９８７万円となり、対前年比１．８％、３５５万円の増額となっておりま

す。 
 資本的支出では、企業債元金償還の減などにより総額２億５，７０９万

８，０００円となり、対前年比２１．１％、６，８７６万９，０００円の減

額となっております。 

 次に、議案第３０号、令和２年度下水道事業会計予算案は、本年度、地方

公営企業法の適用初年度であり、収益的収入総額４億２，９７２万３，００

０円、収益的支出総額６億７，１４７万２，０００円、資本的収入総額５億

７，８６５万９，０００円、資本的支出総額５億５，００５万３，０００円

となっております。 
 以上が当初予算に関する議案９件の概要でございます。議員皆様にはよろ

しくご審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げ、議案説明といたしま

す。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 
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 日程第１４．予算特別委員会の設置について（議案第２２号から議案第３

０号までの委員会付託）を議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 議案第２２号「令和２年度三種町温泉事業特別会計への繰入について」か

ら議案第３０号「令和２年度三種町下水道事業会計予算について」までは、

１５人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、この特別委員会に審査を

付託したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、議案第２２号から議案第３０号まで

は、１５人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、審査を付託すること

に決定いたしました。 

 日程第１５．予算特別委員会委員の選任についてを議題といたします。 
 お諮りいたします。 
 予算特別委員会の委員は、三種町議会委員会条例第６条第３項の規定によ

り、お手元に配付いたしました名簿のとおり指名したいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 
   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、予算特別委員会の委員は、お手元に

配付いたしました名簿のとおり選任することに決定いたしました。 

 なお、正副委員長及び分科会の構成についても同名簿のとおりといたしま

す。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。 

  

 

                         午前１１時５８分  散 会 
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